
W.Raabe,,Stopfkuchen"論

一 語 りの仕組 み と読 者 の立 場(1)

大 塚 譲

〈序〉

EberhardlLammertは,Ich-Erzahlerに つ いて次 の ように述べ てい る。「lch-

Erzahler
.な らびに体験 した ことを物語 る報告 者は,な るほ ど事物 をあ き らか に

コ リ 　 　 の 　 　 　 の

制約されたパースペクテ ィブか ら見てお り,未 来の不確か さを体験する。(共
　 　 つ

時的 なス トー リーの提示)。 だが彼は 同時 に語 り手 として,出 来事 の全体的経

過 を よ り後の見地か ら見 通 してい る(後 か らのス トー リーの提示)。

どち らの場合 に も,体 験す るIchと 物 語 るIch'の パ ースペ クテ ィブが絶 え

ず交 錯す る。 中 略 彼(lch-Erzahler)は,読 者 に行為 す

るIchの 目前 の緊張 と未来 への予期を暗 示 し,別 の箇所 では再 び物語 るIch

と して直接読者 に話 しかけ る ことに よって,俳 優かつ伝達 者 と して二重生 活を

してい るのだ。」1)

こ こで取 り上 げ るWilhelmRaabe ,(1831-1910)の"Stopfkuchen-eineSee.

undMordg蕊chichte"2)(1891)もIch-Erzahlungの 体 裁を採 っている。 南 ア

フ リカで農場主 として成 功 した ドイ ツ人Eduardは,久 しぶ りに ドイ ツの故郷

の町を訪問 した 後,今 は再 び第 二の故 郷へ帰 るべ く船 上の人 とな ってい る。彼

は今船 の上 で,ド ィ ッ滞 在の最後 の三 日間に体験 した出来事をせ っせ と書 き綴

ってい る。 そ の出来事 とい うのは,友 人Stopfkuchenの 住 む赤 の砦訪 問を め

ぐって彼が体験 した ことであ る。 彼は この体験 を,も ちろんIchを 主 語 に し,

1)EberhardLammert,"BauformendesErzahlens"(J.B.MetzlerscheVerlags

buchhandlungStuttgart,1955)S.72

2)テ キ ス ト は,WilhelmRaabe.SamtlicheWerkeBraunschweigerAusgabe

(G6ttingen.Vandenhoeck&Ruprecht,1969)Bd.18
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また自分が現にいる船の上に視点を据えて回顧するもののごとく過去形で書い

ている。さらには,し ぼ しぼ回顧を中断 して船の上の様子を書き添えた りもす

る。 すっか りIch・Erzahlungの 道具立てが揃 っているかに見える。 読者が,

そ こにLammertの 言 う 「体験するIch」 と全知者 として 「物語 るIch」 の双

方がいるものと信 じた くなるのも無理はない。だが,手 記そのものの中に 「語

り手Ich」 はいない。そ こにいるのは,友人Stopfkuchenの 住む赤の砦訪問前

夜か ら訪問の翌朝故郷の町を立ち去るまでのEduard,つ ま り「体験するIch」

のみである。船の上のEduardは,体 験を記録する書き手でしかない。彼は,

赤の砦訪問をはさむ前後三 日間に自分が出合った出来事 とそれに対す るその折

の自分の感懐 とをそっくりそのまま再現 しようとしているだけで,全 知の 「後

か らの語 り手」 としてそ うした出来事や感懐にほとんど全 く介入 して は い な

い。 ごく例外的に必要最小限の場景描写が挿入された り3),ま たStopfkuchen

風に鞘晦 したironischな 表現を纏 って船の上にいる彼の視点がひとつふたつ

秘かに紛れ込んでいる4)以外には。

語 り手Ichの 視点を巧妙かつ周到に伏せた体験するIchお よびその身近か

で起った出来事(主 にStopfkuchenの 談話)の 再現,こ れが本稿の この作品

の読み方についての仮説である。こう読まなけれぽ,こ の作品のほとんど一行

た りとも本当の意味では理解できないだろ う,と い うのが筆者の考えだ。そ し

て難解 といわれ るこの作品 も,こ の観点に立 っては じめて理解を困難に してい

る諸 々の仕掛けをも含めて,そ の作品世界の全容をほぼ見通すことができるの

ではないか と思われる。

我々は,第 一章において 「語 り手.Ich」 の存在を錯覚させ る時間的擬制,

「書き手が今いる船の上」 の正体を見極めるために,こ の作品における時間の

仕組みを考察 し,第 二章では,手 記の中のIchの 視点がすべて登場人物Eduard
　 　 　 　 　

のものであることを見届けたい。第三章では,こ の手記が過去の再現であるこ

とを示すい くつかの指標(文 体等 々),お よび再現とい う手法か ら帰結す る作

3)そ の折のEdnardlの 心境 と切 り離された数少ない例外的な場景描写の典型は,S.165-

166の 酒場内部の描写に見出される。

4)S.47。 詳 しくは第二章(四)の 最後の部分を参照されたい。
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品の独特 の朝晦構i造を,第 四章では,こ の作品において作者が故意に読者を誤

読へ導こうとす る語 りの トリック,お よびPhilisterkritikを 中心 とする隠さ

れた根本モチーフを,そ れぞれ考察してみたい。(次 号以後に掲載を予定して

いる第三章以下の構成については若干の変更もありうる。)

〈 第 一 章 〉 時 間 の 仕 組 み

読者 を して この手記 の中に 「語 り手Ich」 が い る もの と思い込 ませ る上 で,

た びたび現わ れ る船 の上 の場面,こ の手記を書 いてい るEduardが 現 にい る

船 の上 の場面 が大 きな働 きを してい るであろ う。手記そ の ものに おけ る語 り手

の不在 を論証 す るため には,こ の思わせ ぶ りな時間 の使 い方 の正体 を見極 めて

おか なけれ ぽな らない。 だがそ のた めには,こ の小説 に現われたすべ ての時間

現象 を通観 し,そ の中 に この 「船の上 の場面」 を位置づ けて考察 しなければな

らな い。

この作 品には三つ の時 間 レベ ルが 見 られ る。 第一 に書 き手Eduardが 今 い

る船 の上(Schreibebene,以 下SEと 略 記),第 二 に彼 が船 に乗 り込む前 の,

赤 の砦訪 問をは さむ前後三 日間(Besuchsebene,以 下BEと 略 記),そ して

第三にBEに お いて彼に よって回想 された り,ま たStopfkuchenや そ の妻

Tinchenに よ る回顧談 として物語 られた りす る,彼 らの少年時代 やKienbaum

殺 しの容疑 に よって呪われた赤 の砦 の歩みや真犯人Stδrzerの 告 白等(Erin-

nerungsebene,以 下EEと 略 記)。

これ ら三重 の時間 レベルの間には,前 の時 間 レベルが 後の時間 レベルに よっ

て 「今」 として再現 され る,と い う独特 の メカニズムが働 いてい る よ うに思わ
り 　

れ る。 まずSEのEduardは,BEに 没 入す る ことに よって,そ こにおけ る

自分 の刻 々のあ りようや,StopfkuchenやTinchenが 物 語 った こ とを克 明に

再現 しよ うとす る。 さ らにBEの 赤 の砦訪問以前 のEduardは,EEに 没 入

し,か つてのSt6rzerやStopfkuchenの 姿 を具体 的な シー ンとしてあ りあ り

と想 起す る。(も ちろん,こ れ らのシー ンは,SEのEduardに よ ってBEに

お け る自分 の体験 としてそ っ くりそ の まま記録 され る。)ま た,BEのStopf・



120 人 文 研 究 第64輯

kuchenやTinchenは,EEに お ける様 々な(そ の多 くは悲惨 な)出 来事 を,

直 接引用 を多用 す る語 り口に よって,生 き生 きと描 き出す5)。

例 えぽ,赤 の砦訪問に先 立つEduardに よ るEEの 回想 においては,二 重

のそ れ以前の時 間へ の没 入の様が見 られ る。懐 しい赤の砦の前 に立 ったBEの

Eduardは,か つ て大 学入学直前にStopfkuchenと 二 人 で この砦にや って来た

日(EE)の 回 想へ と落 ちてゆ く。彼は,こ の 日は じめ て赤の砦(当 主 Ωuakatz

がKienbaUm殺 しの嫌疑 を受 けてお り,そ のため近隣か ら爪弾 きに されてい

た)の 荒れす さんだ屋敷内 の様子 を 目の当 りに し,ま た デブで怠惰 で食 い しん

坊 ほ どに しか思 っていなか ったStopfkuchenと,殺 人 容疑 に苦 しむ父 Ωuakatz

同様 世 間へ の敵 意を剥 き出 しに していた砦 の一人娘Tinchenと が,実 は恋仲

の間 柄であ るのを知 るσ 彼は恋人 同士 の熱烈 な別 離の シー ンを前 にす っか り上

気 して呆 気に と られ て突 っ立 ってい る。 「私が再び 目を上 げ ると,歳 月が過 ぎ

去 って,大 海 の大波が船 の下で うね りを繰 り返 し,ひ どい横揺れや上 下 の揺れ

もな く快調 に 目下船を希望峰 へ向け て運び続け てい る,と い う以外 には何事 も

起 っては いなか った6)」。Eduardは,こ の時,こ のEEの シ ー ンを回想 して

い るはず のBEの 我 に帰 るのではな く,BEを 飛 び越 えて一挙にSEの 我 に

帰 って いるのであ る。 この一足 飛び のSEへ の 帰還は,EEに お け る自分のは

なはだ しい狼 狽ぶ りに,そ れを回想 してい るはず のBEの 自分を差 し置 いて,

これを記録 してい るSEのEduardが い かに深 く同化 していたか を示 すぽか

りではな く7),こ れ ら三つ の時 間 レベ ルの間の移動がか な り自由であ る ことを

5)こ の二 人 の語 りは,Ich-Erzahlerが 消去 され た と見 られ る この 手記 の 中に あ って,

時 に,逆 説 的 に も,真 正 のIch・Erz琶hlungの 観 を 呈 す る こ とが あ る。 そ の極 め 付 き

は,S.166-193のStopfkuchenに よ るKienbaum殺 害事 件 の真 相 暴 露 で あ る。

6)S.49

7)S.40に も同 様 の例 が 見 られ る。「大 海 の 大 波が 再 び 『Hagebucher』 号 の客 とな って

い る私 を 新 しい 故郷 に 向 って運 んで い る最 中 に,次 の よ うに 問 い か け るの はStopfku-

chenで あ る」。だ が この 例 はS.49の 場 合 とは若 干 ニ ュア ンスが 異 な る。 この例 は,

EEのEdnardが 赤 の砦 の 荒 れ す さ んだ 様 子 に唖 然 と して 見 入 って い る最 中 に,傍

らのStopfkuchenに 突然 声 を 掛 け られ てハ ヅと我 に帰 る,こ れ に 呼応 して この 耳E

の 自分 に 同化 して書 い てい るSEのEdnardも,同 様 に ほ ん の一 瞬 船 の上 の我 に 帰

って い るが す ぐに また に 戻 ってゆ くとい う事 情 を 示 して い る。 これ に対 してS.49の

例 ではEEの 自分 か ら船 の上 の我 に 帰 ったSEのEdnardは,EEの 回想 か ら我 に

帰 ったBEの 自分 へ 戻 ってゆ く。
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示 して い る。 と同時に この ことは,SEが そ れ 自体存在感 の稀薄な,ほ とん ど

単にBEやEEへ の没 入か ら帰還 され る時 間 レベルにす ぎない ことを も裏書

き してい る。

Eduardは,肉 体 的には船 の上 にいなが ら,そ の精神は ほぼ完 全にBEやEE

に 行 った ままであ る。例 えば彼は,BEの あ る事柄がSEの 同 様 の事柄 を連 想

させ る時,ふ っと我に帰 る。 彼は,赤 の砦上 でStopfkUchenの 退 屈 きわ まる

昔 語 りを我慢 して聞 きなが らひたす ら昼食 の時間が来 るのを心待 ちに してい る

と,丁 度そ こへTinchenが 現 われ て食 事の用意 が整 った こ とを告 げ る。彼は,

こ こで船 の まずい食事 の ことを思い 出 して我 に帰 り,「 赤 道直下に差 し掛 った

今 日,私 は コ ックが鳴 らす食事 の合図 の鐘 の音を聞 き逃 したわ けでは なか った

が,出 掛け ては行か なか った8)。」な どとぶ つぶつ こぼ してい るとい う具合 だ。

また時には,彼 は,今 日は あま りにひ どく船 が揺 れ るので も うこれ以上書 けな

い,だ が こん な何 も手 につかな い悪条 件の折に,赤 の砦 のStopfkuchenの 話

に耳を傾 け ることがで きるのは実に あ りがたい,な どと言 ってまたBEの 回

想 へ戻 ってゆ くとい う ミスを犯 した'り もす る9)(な ぜ な ら,書 かれ なけれ ば手

記 は存在 しないはずだか ら)が,BEが 没 入 され る時 間であ り,SEが 時 折ち

ょっと立 ち寄 られ る時間 であ る,と い う時 間現象 のメカニズ ムがか え って鮮 明

に現われ てい ると も言 え る。

また,EduardがSt6rzerの 棺 の側 に立 って故人 とな った恩人 の冥福 を祈 っ

てい ると,傍 らのStopfkuchenがStδrzerと 事 件 との関係 を灰めかす。

「『な んだ って?』 と私 が仰 天 して尋ね ると,Stopfkuchenは 言 った,『 そ う

な んだ』

*

船長 は,私 も長い こ と船 に乗 って います が,あ なた の よ うなお方(彼 は英語

風にGentlemanと 言 った)に はつ いぞお 目に掛 った ことがあ りませ ん よ,と
「

確信を込めて言った。彼は私をデヅキへ連れ出 して,私 にも船の風下の側に姿

8)S.73
9)S.101
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を現わ したAngraPequena連 山 を見せ よ うと,わ ざわ ざ降 りて来 て くれた の

であ ったが,私 はrす ぐ行 きます 』 と答 えた き り行 くのを忘 れて しまい,こ の

律気 な老人に私 があの連 山をす でに見た ことがあ ると伝 え ることさえ しなか っ

た 。一 私 は彼 の手を掴 も うとした,船 長 の手ではな くStopfkuchenの 手 を。

す るとそ の時10)」 。 見 られ る通 り,BEの 緊 迫 した場面 とその折 の 自

分 の緊張 しき った心理状 態に一体 化 して い るSEのEduardの と ころへ,折

悪 しく船 長がや って来た ので,彼 はやむな く一時SEの 我 に立 ち帰 るが,船 長

が行 って しま うが早いか,約 束 も忘れ て直 ちにBEの 自分 へ と戻 って行 くので

あ る。 これ を見て も,SEが 単 に一時的 に帰還 され る現実 感の稀薄 な時 間 レベ

ルにす ぎず,こ れに対 してBEは ,SEのEduardに よ ってそ の精 神を挙げ

て没入 され,そ こにおけ る 自分 自身に感情 移入 され尽す時 間 レベル であ り,常

に現実感に満 ちた刻 々の 「今 」 として立 ち現れ る ことが確 認で きるだろ う。

この よ うに,SEは 単 にEduardの 肉 体が存在す る 「今」であ り,BEは,

SEのEduardの 精 神 が,そ の折 の 自分 に同化 しつつ 刻 々の自分 の感懐な らび

にStopfkuchenの 談 話 を中心 とす る周 囲の出来事 を追体験 としてそ っ くりそ5

の まま再現 して見せ る 「今」 であ り,さ らにEEは,あ るいはBEに お ける

Eduardの 回 想 が これに 同化 しつ つ筆記す るSEの 彼 に よ って再 現 され た 「今」

であ った り,あ るいはBEのStopfkuchenやTinchenが,直 接 引用を駆使

した臨場感 温れ るIch-Erzahlungに よ つて描 き出す,,赤 の砦 の悲惨 な過去 に

まつわ るア ネク ドーテであ った りす る11)。

問 題 は,こ れ ら三 つの 「今」 相互 の関係であ る。BEのStopfkuchenや

Tinchenに よ るIch・Erzahlungを な す回顧談 を例 外 として,そ れ以外 の時 間

現象 においては これ ら三 つの 「今」 は互 いに 干渉 し合わず並 立 してい る。 だか

らこそ,先 に見た よ うに,EduardはEEの 回 想か ら一挙 にSEの 我 に帰 り

えた のであ る。特 に時 間現象に おいて主軸 を なすSEとBEに 限 って言 えぽ,

上 で見たSEのEduardの 時 間的移動 が如実に物語 ってい るよ うに,新 しい

10)S.162-163

11)注(5)参 照。



W.Raabe。Stopfkuchen``論(大 塚) .Z23

「今」(=SE)を 定点 として古い 「今」(=BE)が 距離を置いて見据え られ る

ことは絶えてなく,従 ってこの物理的な 「今」(ミSE)とEduardの 精神が没

入している 「今」(=BE)と の間に,視 点の上での遠近法的な結合関係はない

と見な してよいだろ う。 こ うして,SEな る時間 レベルがほとんど実体を持た

ないもので多 り,こ の時間 レベルを手掛 りに手記の中に 「語 り手Ich」 の存在

を前提して しま うことは全 くの誤 りであることが明 らかになるだろう。

我 々は次に,手 記そのものの中に分け入ってそこに現われたIchの 視点を

具体的に辿ることによって,そ こに登場人物Ichし かいないことを確認 して

みよう。 上で見たように,SEのEduardのBEへ の深い没入ぶ りか ら推 し

て,彼 がそこに突き離 した視点を持ち込みえているとは到底思えないが,し か

しここにおける時間現象の考察は,あ くまでもこの小説に現われた視点のあ り

ようの大枠を解明しえたに留まり,視 点そのものの内在的な分析に取 って代る

わけにはゆかない。(作 家がなぜわざわ ざSEな る時間 レベルを設えたのか と

い う問題は,作 家が読者に仕掛けた 「語 りの トリック」と関連 して くるが これ

は後に回す。)

<第 二章>Ichの 視点

(一)

Ichの 視点の具体的な検討に移る前に,大 雑把な作品内容の紹介 も兼ねて,

この作品の基本をなすモチーフと,作 家が秘かに使っていると思われる 「語 り

手の消去」 とい う技法との兼ね合いについて少し触れておこう。こ こで言 う基

本的モチーフとは,〈無知なEduard対 全知のStopfkuchep>と い うこの作品

に一貫 している人生上の,そ して最終的にはおそ らく時代精神にかかわ る対立

のことであ る12)。(こ こではさしあた り後者の対立には触れないことに してお

く。)'

12)HubertOhl,``EduardsHeimkehroderLeVa三11antunddasRiesenfaultier,Zu

WilhelmRaabes》Stopfkuchen《"in:"RaabeinneuerSicht",herausgegeben

vonHermannHelmers(W.Kohlham恥erVerlag,1968)S.247-278,は,Stopf.

kuchenとEduardの く全 知 対 無 知 〉 を 軸 に 据 え て,二 人 の 人 物 の 「反 市 罠 社 会 性 」
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この手記は,Ichで あ る海外 での成功者Eduardが,そ の無知 か ら くる呑気

な優越 感を,ド イ ツの片 田舎 に蟄 居 し続け たStopfkuchenに よ ってほぼ完全

に 打ち砕かれ る過程 を描いた ものだ。Eduardは,自 分の海外雄飛 の きっかけ

を作 って くれた恩人St6rzerが,実 は 昔世間 を騒がせたKienbaum殺 し の犯

,人であ ることを知 らない(こ れは まだStopfkuchenし か 知 らない)。 従 って,彼

は世 間か ら決定的 な証 拠 のみ を欠いた実質的 な犯 人 と目され,容 疑 の晴れぬ ま

ま死 んでい った赤 の砦 の農夫 Ωuakatzが 無実 であ る ことももちろん知 らない。

む しろ彼は この世 間の頑な な予 断に無批判 に与 していた。 また彼は,過 去 にお

け る Ωuakatzと そ の一 人娘Tinchenの 悲 惨 な生活の 内情 も知 らなけれ ば,

StQpfkuchenがTinchenと 結 婚 し赤の砦を取 り仕切 り始め て以来,砦 と世 間

の関 係が大 き く転換 された ことも知 らな い。 また彼は,少 年 時代 にの ろまで呑

気 で太 っち よの食 い しん坊ほ どに しか見な していなか ったStopfkuchenが,

そ もそ もいか なる人物であ るか も知 らな い。 知 らない尽 しでEduardは 赤 の

砦 を訪 ねて行 く。 彼は もっぱ ら,Stopfkuchenが ま ん まと赤 の砦 の当主に納 っ

て懐手 して安隠 に暮 してい る様子 を一 目見 るのが楽 しみだ ったのであ る。

これに対 してStopfkuchenは す べ てを知 って いる。 赤 の砦 の悲惨 な過去 は

もちろんの ことだが,彼 は義父 Ωuakatzの 死 後,ふ と した偶然 を糸 口に郵便

配達夫Stδrzerが 事 件 の真犯人 であ ることを 自分 一人で突 き止 めていた。 し

か し,思 うところあ ってSt6rzerの 死 まで真相 の公表を差 し控 えて きた。彼

は,St6rzerが 死 んだ翌 ダ日に訪ね て来 たEduardが,乙 に澄 ま した成 功老面

を して 自分の安楽 な生 活ぶ りを覗 きに来た ことを即座 に見抜 き,そ の優越感 た

っぷ りの鼻 っ柱をへ し折 ってやろ うと心 に決 め る。そ れは彼には ほ とん ど雑作

もない ことだ った。なぜ な ら,少 年時代 自分 にLeVaillantのrア フ リカ探険

と 「市民社会性」 の対比性を摘出した優れた論文で,本 稿も多くの教示を受けてい

る。そ して,Eduardの 人物像をStopfkuchenの 言葉の中から探 り出す,と いう優

れた手法を用いているが,残 念なが ら,な ぜこのような特殊な手法を必要とするのか

については何も触れていない。私見では,こ のような謎解きめいた作業が多々必要と

なるのは,挙 げてこの手記の特殊性一自らの備忘のための過去の再現の試み一とこの

特殊性を隠蔽しようとする作家の手管とに起因しているように思われる。謎解き以前

に,な ぜ,ど のように謎が成立 しているかを問わなければならないと思われる。
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記』13)の話を して聞かせては海外へ飛び出す夢を育んで くれ た 郵 便 配 達 夫

Stδrzerが 実は事件の真犯人であ り,そ のSt6rzerの 地理的関心 とは何のこと

はない,仕 事上犯行現場を毎日通 らねぽな らない苦 しさか ら逃れるための方便
ち

にす ぎなか った ことをEduardが 知 れ ば,彼 の人生 の根底 は揺かず には いない

だ ろ うか ら。それに 加えて,Stopfkuchenに は 人並は ずれた弁舌 の才があ る。

Ed聰rdを さ んざん じらした挙句 に事 件 の意外 な真相 を暴露 して痛撃 を加 え る

な どは 朝飯 前の こと。そ して事実,EduardはStopfkuchenの 筋 書 き通 り,決

定的な打撃 を受 けて故郷 の町を立 ち去 る ことにな る。

つ ま り,作 家の側か ら言えぽ,EduardはStopfkuchenセ こや っつ け られ るべ

く終始一貫無知 でなけれ ぽな らない し,StopfkuchenはEduardを ま々とん ど全

知 全能 と言 っていいほ ど自由 自在に手玉 に取 る役割を果 さねばな らない。当然,

す でにStopfkuchenに や っつけ られ て しま った後 の船上 の全知者Eduardの 方

は引 っ込め ておいた方が効果 的だ。(読 者に一杯食 わすた めに も効果的 だ,と

作 家が考え ていた らしい ことは後 に回す。)こ うして,StopfkuchenがEduard

を完 膚無 きまでにや っつけ る く全 知対無知〉 とい う基本的 モチ ーフを よ り効果

的た らしめ るべ く,全 知 の後 か らの語 り手 は巧妙に消去 されてい ると考 え られ

る。

(こ)

手 記本体(つ ま りBEの 記 録)に 現われ た 「lchの 視 点」は,こ れ を仔細

に検討 してみ ると,す べ て全 く 「体験す るIch」=「BEのEduard」 の ものであ

る ことが明 らか にな る。 この視点 は,EduardがStopfkuchenか らKie且baum

殺 しの真犯人 が事 もあ ろ うに 自分の恩人St6rzerで あ る ことを暗示 され た時点

(S.162)を 境 に画然 た る相違を示 してい る。そ の時点 まで の彼 は,Stopfkuchen

に よ って終始手玉 に取 られ,ま た 自分 の生 ぎ方 ・考え方 に対 す る辛辣 な皮肉を

浴 せ られ もす るが,基 本的に はまだ友人 の真意 が読 めず,従 って海外で の成 功

者 としての 自負 と優 越感 を失 っていな い。 そ して この時点 までのEduard(=

Ich)の 言 動 と感懐に おいて,こ の不 明に裏打 ちされた 自負 と余有 を裏書 き し

13)正 確 に は 『ア フ リカ奥地 へ の旅 』。
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ない ものは何 ひ とつない とい っていいだ ろ う。

我 々は まず,EduardがStopfkuchenか ら真犯人がStδrzerで あ る ことを

灰 めか され るまでの部分 において,Eduard(=lch)に よ って発話 された言葉

と地 の文 とが,全 く相呼応す る無知 な呑気 さを示 して お り,と りわけ後者 には

BEに お け るそ の折 々の無知 なEduardの 感 懐 しか現われ てお らず,SEの 全

知 のEduardの 視 点が一 貫 して巧妙かつ 周 到に伏せ られ てい るこ とを確 認 し

てみ よ う。

赤 の砦訪 問以前 のEduardのStopfkuchenへ の思 いは,紛 れ もな く,少 年

時代 に彼 自身や世 間が この人物 に対 して抱い ていた浅 はか な先 入見その ままで

あ る。 彼は,宿 で往時の 回想 に耽 る うちに赤 の砦の こ とに想 到 して言 う,「 当

時 の私 たちの中で一番 デ ブで一番怠惰 で一番食 い しん坊 の この男 と結びつ いた

赤 の砦 に対す る ウキ ウキ した快 よい気持が私 を襲 った14)。」(地 の文)と 。勉 強

嫌 いで食い しん坊 だ った友人 が,左 団扇 で呑気 に暮 してい るであろ う,と い う

予断 しかEduardの 念 頭に はない。

翌 朝,宿 での朝食の際に,Eduardは ま た もやStδrzerとStopfkuchenへ

の感慨 に耽 っているが,そ れ もしご く呑気 な調子の ものであ る。 彼 は,「 では
　 　 　

St6rzerは 死 んで しま ったのか?15)」 と 「物悲 しくも快 よい16》」(傍 点筆 者)た

め息をつ いた り,ま た 今 これか ら訪 ねて行 くつ も りでい るStopfkuchenの こ

とを 「私 の懐か しい愚 かな友He量nrichSchaumann,Stopfkuchenと 渾 名 され

善 良で感 じが よ く怠惰 で太 った健気 な友HeinrichSchaumann」 と して想い浮

かべた りしてい る。(朝 食 の際 の この呑気 さが示す よ うに,自 分 自身が この朝

までにかけ て,夢 と現の間を さ迷 いつつ回想 したEEの シ ー ンの中で,S亡 δrzer

が ま ことに奇妙 な言動を してい ること18),ま たStopfkuchenが Ωuakatzの 無

実 を灰 めか してい るこ と19)な どには,Eduardは 全 く気 に も留め ていない こと

14)S.22
15)S.29

16)A.a.O.
17)A.a.O.

18)S,18-19,S.21
19)S.28
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に作家 は してい る。 ここで作 家は,EEの シ ーソ を 後 か らの語 り手 を介入 さ

せず にそ っ くりそ のまま切 り取 る とい う技法を使 って,多 少 の不 自然 さを冒 し

て,一 方でBEのEduardの 不 明な呑気 さを保持 しつつ,他 方 でほ とん ど謎

に近 いかたちで後 のStopfkuchenに よ る一個 のHaudlungと しての談話行為

へ の伏線 を読者 向けに忍び込 ませ てい るの であ る。全 く同様 の ことが,赤 の砦

の前 に立 ったEduardの 回想 に現われ る往 時の砦 の荒 れす さんだ様20)と,彼

の現在 の砦へ のま ことに呑気 な観察21)や 同 様に 呑気 なStopfkuchenへ の挨拶22)

との 問に見 られ る奇 妙な ズ レにつ いて も言 える。)

赤 の砦でStopfkuchenと 再 会 した際 のEduardの 挨 拶 も,少 々度を過 して

い ると思われ るほ ど うき うき した 調子 の もりだ。 「突然 のお邪 魔を許 して くれ

た まえ。 ず いぶん昔 にな るが,君 はひ と りの友人 をEduardと 呼 んで いた も

の さ,も っ ともそ いつは若 い男爵ではな くて下 の町 の郵便屋 の小伜にす ぎなか

ったがね,Schaumann23)」 。Goetheのr親 和 力』の冒頭部分 を もじったRaabe

お得 意の言葉遊 び24)を,こ こで作 家はEduardに させ てい る。これに よって,

友 人 との再会 を無 邪気に喜ぶ彼 の様 子が浮 ぎ彫 りに され ている。一通 り何 とか

挨拶 ら しき遣 り取 りが済む と,彼 はため息 まじ りに こ う眩 く,「 自分が掲 げた

目標 に到達 し,到 達 して しま った後 もそれ に幻 滅 してい ない人物につ いにお 目

に掛 った よ!25)」 。 ここで も,自 らは何 らの努 力 もせず に まん まと安楽 な地 位

にあ りつ いた もの よ,と い う彼の友人に対す る呑気 な予断 が見 て取れ る。(そ

れ とは裏腹 に,自 分は海外 で成 功 した ものの必ず しもそ れに満足 していない と

い う彼 の気持 は,こ の手記 が 自分 自身 の備 忘のため の ものであ るとい う前提 に

よって,文 字面 こは現われ ない。 こ うした手 記 と しての特 殊性が数多 くの見通

20)S,39-41

21)S.49-52

22)S.53

23)A.a.0

24)「 エ ドアル トー こ う呼 ば れ て い るのは,男 ざ か りの さ る金持 の 男爵 で あ るが … …」(浜

川 祥 枝 訳,ゲ ーテ全 集(潮 出 版社)第6巻,105ペ ー ジ。 ドイ ツ語 原 典 で は"Eduard
-sonennenwireinenreichenBaronimbestenMannesalter-一"in:Goethe

WerkeBd.VI(VerlagCH.BeckM廿nchen1981)S.242.

25)S.60
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し難 さを生 み出 して い る(例 えぽ,Eduard自 身 の人生がほ とん ど一度 として

ま とま ったかた ちで説 明 され る ことがない,と い った事柄。)こ とにつ いては

次章 で論 ず る。)

友 人 と二人 で砦の上に立つ 。「彼(Stopfkuchen)は,赤 の砦 の歴 史研 究老かつ哲

学者 として,次 第に その偉 大で一 著 しい真価を現わ して行 くので あ った26)」。

この地 の文 は,う っか りす ると 「語 り手lch」 の もの として読み過 されかね な

いが,よ く注意 して読む とそ うではない。 なぜ な ら,Stopfkuchenに 痛 撃を食

わ された後 のEduard,と りわ け今船 の上で書 いてい るEduardに は,BEの

この時点 では退屈 と しか思わ れなか った友 人の話 の中に,意 味深 い内容が隠 さ

れていた こ とに気づ いて い るはずで,そ れを踏 まえて改 めて上 に引用 した言葉

に 目を 向け ると,そ こには広 く世 界を知 ってい る者が世界 の片隅 しか知 らない

者を見下 した椰楡 の念 が含 まれて いる ことに気が つ くはず であ る。この文 も,や

.は りそ の折 の不 明なEduardの 視 点を しか 反映 しては いない。 また,こ の時

の彼には支 離滅裂 としか思え なか ったStopfkuchenの 長 口舌に飽 きて,友 人

を 「恐 しい退屈屋」2?)と 呼 んでい る箇所(こ れ も地 の文)に つ いて も,全 く同

様 のこ とが言え る。

Eduardは,昼 食 のた めに家の中へ足を踏 み入れ よ うとす ると,玄 間 の ドア

の上 に 「ここに 神 ノアに語 りて言給 は く,汝 方舟 を出ずべ し」 とい う銘が掲 げ

られ てい るのに気 がつ く。「それで私が 全 く驚 ぎ呆れ て太 った男 を見 つめ ると,

あ らゆ る肘掛椅子族 の中で もっとも呑気 な この男は,悠 揚迫 らぬ微笑み を浮 か

べ つつ言 うのであ った,一 ・・28)」(地の文)。 このStopfkuchen評 も,こ の時

点 でのEduardの も ので しかない。 彼は この時,こ の銘 を友人 の酔狂 なおふ

ざけ程 度に しか 思わ なか った のであ る。 しか し,こ の場 面を書 いてい るSEの

Eduardに は,こ の銘が友人 の生 き方を象微 した ものであ る ことがす でにわ か

ってい るはずだ29)。 も ちろん,書 き手Eduardの 視 点は伏せ られ てはい るが。

26)S.62

27)S.73

28)S.75

29)こ の 銘 の意 味 を 考 え る ヒン トは,例 えば,S.96の 「畜 群 の 箱 か ら出 る一 」(-heraus

ausdemHerdenkastengehen)あ た りに 隠 され て い よ う。
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やが て食事 も済 んでTinchenを 加 えた三人 で戸外に坐 る。Stopfkuchenは,

自分 が赤 の砦 に出入 りし始 めたそ もそ もの経 緯につ いて物 語 って いる最 中に,

出 し抜け に,ち ょっ と余事 に触れ る とい った調子 で,Kienbaum殺 しの真犯

人を知 ってい る,と 言い出す。 これ を聞 いてTinche皿 もEduardも び っく

り仰天す る。Tinchenは,そ れ を今す ぐ話す よ うに夫に迫 る。 これに対 して

Stopfkuchenは,そ うあわ てず に今 までの話を続 け よ う,と 平然 と突 っ擾 ね る。

この時は じめ てEduardは 友 人へ の不可解 さを覚 えてち ょっと動揺 してい る。

「彼(Stopfkuchen)が な まけ者(動 物一筆者注)然 と してのろの ろ木 に登 って

行 くに まかせ る他 はなか った。 だが世 界を 股に掛けて平然 と体験 を 積 ん で き

たつ も りの者 に も,こ の冷血 さ加滅は次第 に とて も無気味 な ものに な っ て き

た30)」。 しか し,Eduardは 不 可解 な無 気味 さを少 しぼか り覚 えは した もの の,

前 半 の 「な まけ者云 々」 の表 現が示 す よ うにStopfkuchenを 呑 気に見下 した

態度 をまだ失 ってはい ない。 やは りここに も,登 場 人物Eduardし か い ない。

話は飛 んで,や が てStopfkuchenとEduardは,Tinchenを 残 して町へ出

掛 け る。(飛 ば した部分 のEduardは,友 人 とそ の妻Tinchenの 話 に聞 き入

るばか りで,時 折現 われ る彼 の視 点 もBEの 彼 の ものであ る ことは明 らかで

あって,取 り立 てて検討す るには及 ぼない。)町 で事件 の真相を公表 す るつ も

りのStopfkuchenは,Eduardに,真 相 を公表 してみて も町 の連 中は事の意外

さを新 しい刺激 的な話題 と して喜 ぶだけだ ろ う,と 話す。 これ を聞いたEduard

は,事 態の推移 をす でに見通 してい る らしい この友 人が,急 に大 きな存在に 見

えて くる31)(地 の 文 の要約)。 赤 の砦上 の談話 の席 では,Eduardの 目に,友 人

が不可解 で少 し無気味に映 った らし くは あ るが,大 きな存在 として映 った とい

う形跡は全 くない。従 って,こ れは彼 の友 人に 対す る評価 の変 化には ちがいな

い。 しか し,事 件 の真相 を知 った後 のそ の変 化に比べれ ば,物 の数では ない。

やが てStδrzerの 家 があ る貧民窟 マ タイ街に差 し掛 ると,Eduardは,海 外

を駆 け巡 る ことに忙 しくす っか り忘れ果 てていた この街,恩 人St6rzerに 連 れ

30)S.95

31)S.157
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られて よ く出入 りし仲の 良い友人 もいた この街 を見て,自 分 の浮 き草 の よ うな

根のない生 き方 への痛恨 の念を覚 える。 この一ペ ージ以上 に もわた る長 い地 の`

文(S.159-160)は す べて,そ の折のEduardの 内心 に去 来 した ものを表 現 し
　 　 　 　

た内的独 白(lnnererMonoiog)と 見 な して差 し支 えないだろ う。 この部分 な

どは,こ の手記 には地 の文 にす ら 「後 か らの語 り手」 はほ とん ど全 く顔 を出 さ

ない こ とを 明確 に示す一番 よい見本 と言え よ う。

(三)

そ してEduardは,つ いに,そ れ もStδrzerの 棺 の傍 らで,こ の今は故 ぎ

恩人がKienbaum殺 しの真犯人で あ ることを,Stopfkuchenか ら知 らされ

る。 我 々は,今 度 は,こ うして 自 らの不 明を暴かれた後 のEduardの あ りよ

うを辿 り,そ こに もやは り,BEに おけ るそ の折 々の彼 の視 点 しか提示 され て

いない ことを見届 けたい と思 うが,そ こへ移 る前 に確 認 しておかなけれぽ な ら

な い ことがあ る。 それは,こ のEduardの 不 明の露 呈を境 と して,作 家が秘

か に用 いて いる 「語 り手 の消去」 とい う技法 の もつ意味が 全 く変 る,と い うこ

とであ る。す なわち,こ の分 岐点に至 るまでの部分で は,「 語 り手 の不在」は,

ひ とつには・登場人 物Eduardの 「無知」をそ の まま放置 し,か つStopfkuchen

の 「全知」 を隠 蔽 して お くことに よって,こ の分岐点 におけ る 「無知」対 「全

知」の衝突 を劇 的な緊張に まで高め る機能 を果 してい る32)。また 今ひ とつには,

そ れは,読 者 の視点を無知 なEduardの 視 点へ と終始 囲い込 み,囲 い込 む こ

とに よってStopfkuchenの 言 動の真 の意味を読者 に対 して隠蔽す る 役 割 を

果 して お り,そ れは さ らに,作 家 が読 者 の無知 とそ の殺人 事 件へ の興 味 とを

Stopfkuchenに よ る真相(犯 罪 とい うよ りは事故 に等 しいつ ま らない事 件)の

暴露 まで巧 妙に繋 ぎ止 めておいて,こ の暴露に よって一挙に読者 の期 待を挫 く

上 で も重要 な任務 を帯 びてい る と思わ れ る。(こ の,分 岐点 まで の 「語 り手 の

不在」 の もつ二番 目の機 能について は,「 語 りの トリック」 の項 で改 めて論ず

る。)

32)HubertOhlは,こ こに お い てEduardの 盲 目的 な 自信 とStopfkuchenの 真 相 暴

露 が 「ほ とん ど耐 えが た い 緊張 感を 伴 って」 衝 突 して い る,と 述 べ てい る(A.a.0.
℃S
.260)
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だが,こ ㊥分岐点 の後,登 場人物Eduardは もはや 「無知」 ではな く,「 語

り手 の不在」 は彼を無知 に留め置 く任務 を果 し終え てい るが,別 の任務 がそれ

を待 ってい る。EduardはStopfkuchenと 別 れ,こ の友人 の謎めい た言 動全

体 とと もに一 人取 り残 され,翌 日情然 と町を立 ち去 るのだが,そ の間に彼が巡

らしてい る,あ るいは苦 しい 自己正 当化を滲 ませ,あ るいはStopfkuchen風

に 鯛晦す る切 れ ぎれで不 透明な省察 は,語 り手が不在 であ ることに よって,断

片 的 で不透 明な まま,Stopfkuchenの 謎 めいた言動全体 を解 き明かす ための ヒ

ン トとして,読 老に手渡 され るよ うに思わ れ る。

さて,こ の分岐点 の後 のEduardの あ りようを辿 って,.そ の視 点がBEの

Eduardの もの であ ることを確認 してみ よ う。彼 は,Stopfkuchenか らSt6rzer

が 真 犯人 であ るこ とを知 らされ て,「 ほ とん ど世界 の崩 壊83)」(地 の文)に 等

しい衝撃 を受けて いる。そ して,酒 場derGoldeneArmでStopfkuchenが 絶

妙 な語 り口で事件 の詳 しい経緯 を物語 る場面 では,そ の折 のEduardが 友 人

の話 にほぼ完全に 引き入れ られ ているのに応 じて,一 般 にそ の折 々の彼の感懐

がそ の まま言葉 と化す趣 ぎを呈す る地 の文は,ほ とん ど全 く消え失せ て し ま

う。 まれ に現われ る地 の文 も,酒 場 の内部や女給 のMetaの 様 子 を提 示す るた

めの必要 最小限 の場 景描写 亭こほ ぼ限 られてい る と言 って よい鋤。

友人 の話 に よって決 定的に 自 らの不 明を思い知 らされ たEduardは,そ の衝

撃 のためにろ くに満足 な別れ の挨拶 さえ交せ ない まま,友 人 と別 れて宿の 自室

に戻 る。そ して,そ の 日友人が話 した一語一語 を反 劉 し,と つおいつ苦 しい省

察 を繰 り返す。翌 日,彼 は逃 げ るよ うに して宿 を出 て列車 に乗 り込む。 しか し,

Stopfkuchenの 影 は,彼 に執拗 に付 き纏 って容易に離れ よ うと しない。 そ して

彼 は,こ の友人 の人生 と 自分 のそれ とを引 き比べ て,明 らか に 自分のそれ が表

相を出な い必然性 のない ものであ るこ とを認 め ざるを えない。 この人生 の方向

喪 失の思 いは,ア フ リカへ の船 の旅 の間 もず っと彼 を苦 しめ続けた らしく,ハ

ンブル グ行 きの列車 の中で 自分が静か に 目を閉 じてStopfkuchenやTinchen

33)S.164

34)S.165-166。 ま たS.177.S.181
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の ことを思 い浮 かべてい る場面 で手記 を打 ち切 り,デ ッキに 出て侮の船客 と共

にTafelbergを 眺 めや りなが ら,SEの 彼 自身 が こ う眩 くので ある,「Eduard,

これ は二体 ど うした こ とだ?お 前は また ここへや って来た のか?」35)と 。

Stopfkuchenと 別 れた後 のEduardの 行 動 はほぼ この ようであ ったが,こ

の間 の彼 の胸中は,上 で見 た よ うに,手 記 を閉 じて一人 の旅 人に戻 るまで一貫

して変 りがない よ うに思わ れ る。す なわ ち,表 現 のあ りよ うは まちまちだが,

そ の根底 に流れて いる ものは,一 貫 して,Stopfkuchenの あ くまで も己れ に深

く根 ざ した人生へ の讃 嘆であ り,逆 に,Eduard自 身 の,表 面的 には 聞 こえは

良いが,事 件へ の浅 はかな予断が示す よ うに,社 会通 念に囚われ己 れ 自 身 に

根 ざ した方向性を欠 く,内 面的 に貧困な人生へ の懸 梶 の念 であ る。 従 っ て,

Stopfkuchenと 別 れた後 のEduardの 視 点が,手 記 を書 き終 えた時 点に至 る

まで,一 貫 して 自らの人生へ の懸悦 の念で染 め抜 かれてい る以上,我 々は,も

は や我 々の問題一 この手記 には語 り手Ichの 視 点 は終始伏せ られ てお り,登

場人 物Ichの 視 点 しか見 出せ ない,と い うことの論証一 に,例 の分 岐点以前

におけ るよ うに,BEのEduardの 視 点 とSEのEduardの そ れとを照 合す

る とい う角度か ら接近 す るわけ にはゆか ない。 この手記最後 の部 分に もBEの

Eduardし か す らず,SEの 彼 の語 り手 と しての介入がな いこ とは,む しろそ

こにおけ る彼 の省察が,た だ単 に謎め いた暗 示 と して提示 され,か つそ の まま

放 置 され る とい う,そ の提示 の され方に現わ れてい ると思お れ る。す なわ ち,

そ れ らの省察 は,肝 心 な部分 がStopfkuchen風 に 自己輯晦 した表 現に よって

提 示 され た り36),ま たそ こにEduardの 苦 しい 自己正 当化 が入 り込 んだ りし

て37),ま る でその省察 自身 の未成熟 と省察者 の激 しい心 の揺 れ動 きを示すか の

よ うに,ま ことに断片的 で不透 明きわ ま りない。 例 えぽ,彼 は,Stopfkuchen

と別 れた後一 人宿で苦 しい省察を巡 らす が,そ の省察が その まま夢 の中に持ち

込 まれ,し か もそ の夢 の中で彼 自身が完全 にStopfkuchenと 化 して言 ってい

る,「 おれた ち(StopfkuchenとTinchen)は,も う一度 この昔 なが らの巣か

35)S.207

36)S.197,S.204
37)S.197-198,S.204



W,Raabe。Stopfkuchen``論(大 塚) ヱ33

ら,あ の痩せ こけた アフ リカ人 を,あ のEduardを 圧 倒 してやろ う,そ して

赤 の砦か らだ って,あ らゆ る俗物的な世界 観の頭を足で踏 みに じることが でき

るん だ,と い うことを奴 に実地 で示 してや ろ う。おれた ちはひ とつ奴に示 して

'や ろ う
,若 くして一人垣根 の下に置 き去 りに され,ま だそ こに踏み留 ま り,魂

を満 たす ためにはTinchenQuakatzを 捜 し求 め,ま るま るした肉体 を保つ た

めには赤 の砦 を征服 し,閑 な折には,過 ぎ去 った昨 日 とい う日を,ま るで何 千

年 も地中 に埋 れてい るマ ンモスの骨 の ように堀 り起す,と い うよ うな人 間に と

って時間 と永 遠が どのよ うな形 を な しうるか とい うこ とを38)」。詳 しい解釈 は後

に譲 る として,こ こでEduardは,こ の 日一 日Stopfkuchenが 自分に対 して示

し続 けた不可解 な言動 の意 図 と,こ の友人 の生 き方 の根 底 とに思 い至 ってい る

ので ある。また 彼は,翌 日列車 の中で次の よ うな謎 めいた省察 を巡 らしてい る。

窓外を故 郷の町の懐か しい一切の ものが駆 け去 って行 くが,あ のStopfkuchen

は ど うだ ろ う。 「いや,こ の男はそ うではなか った。 それ どこ ろ か 昨 日 以

来,私 の故 郷での滞在全体 が この太 った人 物の回 りに群 が り寄 って いた。彼 ら

(StopfkuchenとT量nchen)は,垣 根 の下 を一歩 も離れ ず故 郷に踏み留 ま りな

が ら,ち ょっとした こ とを体験 し,そ れ をすば らしく晴 れやかで 明るい魂の中

で片付 けてみせた。人 間は,脂 肪 と穏か さと静け さ とを頼 りに,筋 骨逞 し く痩

せて いて落 ち着 きのない征服 者気質に対 して,一 歩 も後 へは引かぬ 力をい まだ

もって失 ってはいなか った。Stopfkuchenの 異 名を取 るHeinrichSchaumann

は,こ の ことを私 にた っぷ りと思 い知 らせ て くれ たのだ39)」。 ここで,Stopf-

kuchenの 人 生 と彼 自身のそれ とが相拮抗す るか の よ うに表現 されてい るのは,

単 に 自らの劣勢 を認 めたが らぬ彼 の殆 持がそ う言わ せてい るにす ぎず,両 者 に

冠 された対縢的 な象徴40)を 見 れば,彼 が 自分 の人生 の貧困をほ ぼ認 めてい る こ

38)S,197

39)S.204

40)こ の 小説 で は,食 物,ま たそ の 結 果 と して の肥 満 が,内 面 的 な 自己充 足 の象徴 と して

使 わ れ て い る。 こ の点 に つ いて は,第 四 章 で改 め て論 ず る。 また,こ の小 説 に お け る

象 徴 構 造 にっ いて は,HansMeyer,"RaumundZeitinWilhelmRaabesErzahl.

kuロst,"in:RaabeinneuerSicht(W.KohlhammerVerlag1968)S.113-114

を 参 照 され た い。
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とがわ か る。また,彼 が,こ こでStopfkuchenの,な い しはStopfkuchenに

託 した作家 の レ トリックを用 いて,と い うこと とは つ ま りStopfkuchenの 視

・点 に同化 して,そ の視点か ら自 らの人生 に苦 しい裁断 を下 してい る,と い うこ

ともわか る。 だが,こ こでの問題は,こ の よ うな彼 の謎 めいた省察 の謎解 きを

す るこ とではない。 問題 は,こ うした謎め いた 省察が事程左様 に 提示 されか

つその まま放 置 され る,と い う事実で あ る。 そ してさ らに問題は,こ うして

Eduardの 省 察が断片的で謎 めいた暗示 の まま放置 され うるのは,語 り手が全

くそ こに介 入 してい ないか らであ る,と い う仕掛 けであ る。 また もや元 凶は,

「語 り手の不在」 であ る。 ,

Eduardは 息 子 たちが旅 の土産 は何か と問 うであろ うことを想像 しつつ この

小説 か ら退場す る。 研究 者の中には,そ の土産 とはおそ らくこの手記であ ろ

う,と 述べ てい る人 もいる。41)面白 い考えだが,管 見では,こ れ を も う一歩進め

て,こ の手記 が手 渡 され る息子 たち とは,実 は読 者の こ となのではないか と思

われ て仕様が ない。 例 の分 岐点 まで のStopfkuchenに よ る実 に謎 めいた言動

全 体は,「 語 り手 の不在」 とい う技巧 に よって,そ れに 「無知 なEduard」 の視

点 しか対置 され なか った ので,い まだ累 々た る謎 の山 をな した ままであ る。 そ

して分岐点 の後 や っと 「無 知」 を解 除 されたEduardに よ る省察 も,や は り

「語 り手 の無介入」 とい う技巧 に よって切れ ぎれで 不透 明な暗 示 のまま放置 さ

れた。 だがそれ らの暗示 を よ く検討 してみ ると,Stopfkuchenの 言 動全体 の謎

を解 くにほぼ十 分 の ヒソ トの観を呈 して い るのがわか る。 だがそれは あ くまで

もヒ ソ トに留 まる。 「無知 なEduard」 が 単 に不可解 で不快 な もの と して放置

したStopfkuchenの 謎 めい た言動 は,こ れ らの ヒ ン トに よってす く・に理解 さ

れ るに はあ ま りに鷹大 かつ難解であ る。 これ らの ヒン トを 手 掛 りに,読 者 が

独 自に考察 を加え る以外 に道はない。 この手記 が手渡 され るであろ うEduard

の 息 子た ち とは実は読者 なのではな いか,と 考え るのは この よ うな 理 由 に よ

る。

41)UlfEisele,"DerD量chterundseinDetektiv,Raabes》Stopfkuchen《unddie

FragedesRealismus"(MaxNiemeyerVerlagT茸bingen,1979),S.74
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我 々は,次 に,こ の手記が語 り手の視点を伏せたBEの 再現 とい う技法を

採用 していることを証明するい くつかの徴表,な らびにこの再現 とい う手法か

ら帰結するこの手記の一種奇妙な聡晦構造へ と論を進めるが,そ の前にこの手

記に現われたrlchの 視点」に関連 して付論的に言い添えておかなければなら

ないことがある。

(四)
の 　 　

ここで,付 論 的に述べ ておかなけれぽ な らない こととは,地 の文 に現わ れた,

Kienbaumsm6rder(Kienbaumの 殺 害者),な い しはそれ に類す る表 現 の 問

題 であ る。 こ うした表現 を丹 念に調べ てみ る と,作 家がそれ を特 に登場人物

Eduardの 事 件 に関す る無知 と偏 見々示す 目印 として秘か に使 ってい るこ とが

わ か る。

これ らの表現 は,こ の小説 の中で まこ とに頻繁 に使われ るので,ま るでそれ

らがそ こを亡霊 と して俳徊 してい る ような印象を与 えるほ どだ42)。(こ の現象

は,と りわ け作 家が読者を故意 に誤 読へ導い てか らかい また試す,と い うこの

小説 の秘 め られた問題 レベルにおい ては,作 家の仕掛 けた 「語 りの トリック」

の重要 な一角 を占め るが,こ れ は後 に回す。)こ れ らの表現 は,Eduard'や 世 間

に ょって,ま たStopfkuchen'に よ って も,は てはTinchenに よ ってさえ も発

せ られ る とい う一種奇怪 な様相を呈 してい る。Eduardや 世 間に よって使 われ

る時,そ れ らは,ΩuakatzがKienbaum殺 し の犯人 であ るこ とを信 じて疑わ

ない先 入見を意味す る。 と りわけ世 間の連中に よって これ らの言葉 が発せ られ

る時,そ こには 田舎特有 の頑迷 な遍狭 さが漂い,そ れ らがほ とん ど Ωuakatz

の本 名同然に罷 り通 っていた事情 を窺わせ る43)。Stopfkuchenは,最 初 の うち

は世 間の先入見 に与 す るEduardを 挑 発す るた めにそれ らを連発 して一応世評

・に轄晦 しているが
,真 犯人は別 にい るとい う例 の爆弾発言44)を した後 の彼 に よ

42)HansMeyerは,こ う した表 現 を,こ の小 説 に 現 わ れた 種 々の 反復 表 現 の うち の,

内 容的 に 何 も付 け加 えな い類 の反 復 の範瞬 に,入れ て い る(A.a.O.S.116)が,そ う

で はな い こ とは以 下 で 証 明 され よ う。 因み に,Meyerも,こ の 手 記 の特 殊 性 と作 家

に よ るそ の 意 図 的な 隠 蔽 を見 通 して い な い。

4$)S.132,S.144

44)S.93
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るそ うした表現か らは,世 間の浅はかな予断と偏見へのあからさまな軽蔑以外

の何 ものも伝 っては来ない。さらにTinchenが 使 う時,こ うした表現が,自

分たち親子に惨酷な過去をもた らした世間さの激しい怒 りや敵意と化す ことは

言 うまで もない翰。
　 　 コ

さて,手 記 の中の地 の文 につい て,そ の使われ方を多少 詳 し く検討 してみ よ

う。上で述べ た よ うに,Eduard自 身 も世評 を鵜呑みに してい ままで Ωuakatz

を 犯 人 と信 じ込 んで きた。赤 の砦訪問以前 の宿 での彼 の回想 の中に,Ωuakatz

は 最 初か ら 「邪悪 な農夫46)」 と して登場 してい る。彼は また,砦 の前に立 って

堀 を貫 く道 を眺 めなが ら,か つ ては 「Kienbaumが こ この人 聞の手に掛 って殺

されたに もかか わ らず47)」 馬 車 や家畜 が往来 しそれな りに活気 があ った のに,

今 ではす っか り草に蔽われ て しまって いるその様変 りに驚 いてい る。さらには,

砦 で友人夫 婦に再会 した後,TinchenがStopfkuchenに 昼 食 の用意をす るよ

うに促 され て席 を立 つ際 のそ の好 もしい姿 に打たれて思 う,「 彼女は ス ッと席

を立 って行 った。そ して,人 殺 しの娘 に生 まれて,Kienbaumを 殺 した人 間の

娘 に生 まれ て,今 もまた殺 しを胸 に抱 いてい る(鶏 を絞 る ことを意味す る一

筆者 注)一 人 の女が,そ の際,こ れ以上に真心 を込 めて これ以上 に気持 よ く,

私 に会 釈を して私 を今 日の昼食 に迎 え る喜 びを顔 に表 わす な どとい うことは あ

りえなか った48)」。 ここでは 明 らかに,友 人 が当主に納 ま ってい る現在 の赤 の

砦 に 自分は今つ いに客 として坐 ってい る,と い う彼の うき うき とした見 当はず

れ の喜 び と,そ の事件 への無知 と偏 見 とが溶 け合 ってい る。そ うい う彼を見通

してで もい るよ うに,Stopfkuchenは 自分の話 の中で ΩuakatzをKienbaum

の殺 害者 と称 し続 け る49)。 これは実 は,Stopfkuchenが 彼 の浅は かな無 知 と偏

見 を放 置,い や意地悪 く増幅 しているのであ る。 しか しなが ら,Stopfkuchen

が,真 犯 人は Ωuakatz・ とは別人物で あ った とい う例 の爆 弾発言を した後,地

45)S.110

46)S.23・ 昌

47)S,50

48)S.58

49)S,99,S.143,S.147。 そ の 他 「殺 し」 や 「殺 人 事 件 」 を 意味 す る表 現 は枚 挙 に暇 が

な い ほ ど現 わ れ る。
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の文か ら ΩuakatzをKienbaumの 殺 害者 と呼ぶ表 現はふ っつ りと姿 を消 し

て しま う。 この事 実か ら,作 家が これ らの表現 を,事 件へのEduardの 無 知

と偏見 を示す 目印 として,秘 か に使 ってい るこ とがは っき りとわか る。 この点

か らも,一 船 に地 の文 の中に も登 場人物Eduardし か 存在 せず,SEの 全 知

のEduardは 慎 重 に姿を隠 してい ることがわか る。

もっと も,Eduardが,世 評 に朝 晦す るこ とでかえ ってそ の無効 性を際立た

せ るStopfkuchen風 の表 現をす るこ とも,二,三 あ るにはあ る。 そのひ とつ

は,酒 場derGoldeneArmで のStopfkuchenに よ る事 件の真相 暴露 が,い

よい よSt6rzer、 の 白状 の場面を 迎 え よ うとしてい る矢 先 の地 の文 に見出 され

る。Eduadは,Stopfkuchenの 話 に耳 を傾 けつつ,同 時にStδrzerが ア フ リ

カの風物 について語 るのを聞いてい るよ うな錯覚に襲われ る。Stopfkuchenに

問 い詰 め られ るSt6rzerの 姿 と少年時代 に 自分 の年上 の友人であ ったStδrzer

の 姿 とが,Eduardの 内 心で二重 写 しに なってい るのであ る。 この時 の地 の文

に,Stopfkuchenを 「人殺 しの農夫guakatzの 相 続人50)」 と称 してい る表 現

が あ る。 この時点 までのStopfkuchenの 話 に よって,す でに,St6rzerが 真 犯

人 であ ることにほ ぼ疑 問の余地 はないはずだ。 従 って.Ωuakatzが 「人殺 し」

ではない こ とがま さに判 明 した時 にあえてそ う称 す るこ とは,も はや Ωuakatz

の こ とを問題 に してい るのではな く,逆 に彼 にその よ うな烙 印を押 した世評そ

の ものを,し か もその愚か しくも醜悪 な正体 を暴 き出 し際立 たせ ることに 他な

らないだ ろ う。 この時Eduardが,世 評 に易 々と与 してきた 自分の愚か しさ

を裁 く気持 と自分 の中 に生 き続 けて いるStδrzerへ の友 情 との相克に苦 しんで

い るこ とは想像 に難 くない。そ して この 「人殺 しの農夫 Ωuakatz」 とい う表 現

は,こ の時の彼 の己れ の不 明を恥 じる気 持を暗示す る上 で十 分な効果 を発揮 し

てい ると思われ る。S.93に お け るStopfkuchenに よ る爆弾発言 以後,地 の

文 の中で Ωuakatzを 「人殺 し」 呼 ばわ りしてい るのはただ この一 箇所のみで

あ り,し か もそ れは,今 述べ た よ うに,こ の時点 での登場 人物Eduardの 複 雑

な内心をStopfkuchen風 に,し か しselbstironischに 自己鞘晦 して表 現 した も

50)S184
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のと考え られる。

ところが,こ の種の表現の中ではほとんど唯一の例外 として,よ ほど細心の

注意を払わなければ見分けカミつかないなが らも,SEの 書き手Eduardが 一

手記の中に 自分がいるように見せ掛けなが ら,そ の実一貫 して身を隠し続ける

SEの 書き手Eduardが 一 その狡猜な尻尾をチラリと見せて遊んでいると思

われ る箇所がある。 それは,例 のStopfchenに よる爆弾発言に遙かに先立つ

箇所である。そ して先立つ点にこそ問題がある。すなわち,こ の種の表現は,

これ まで見てきた ように,基 本的にはこのStopfkuchenの 発言に至 るまでの事

件に対するEduardの 無知と偏見を示す秘かな目印として機能 しているが,

この問題箇所 ではそれ以前に全知のEduardが チラリと姿を見せてこの機能

を 自らほんの少 しだけ壊してみせていることになる。

ともあれ,そ の箇所は,赤 の砦の客 となる直前に砦の前に立ったEduard

が,大 学入学前にStopfkuchenと 連れ立って ここを訪れた 日を想い起こして

いる回想の中に見出される。 この回想の中で,Eduardは,Stopfkuchenが 世

間や両親に対する激 しい敵意を吐露するのに耐えきれず,今 空を染め尽 してい

る美 しい夕 日を持ち出して話題を転 じようとする。 これをかえって逆手に取 っ

て,Stopfkuchenは,晴 れて親か ら解放 される今,息 子に出世のための苦学を

強いる父親を,そ の窓ガラスが美 しい夕日を反射 している地方刑務所に放 り込

んでや りたいとは 思わないか,と 続ける。 問題の箇所はこれに 続 く部分にあ

る。 こんな調子で話すStopfkuchenを 一層勢いづかせたのは,「それは上品で

躾が良く最も優秀な卒業成績を手にした郵便局のEduardで はなか った。 そ

れは,そ の男がKienbaumを 殺 したことは残念ながら単に実証できなかった

までのことで,そ のためにこの世か らではないに しろ近隣か ら締め出しを食 ら

い一両者の間にさした る違いはないが一 もちろん,娘 をもその道連れにしてい

るといった,そ んな男を父親にもつ赤の砦のTinchenΩuakatzで あった51)」。

Eduardが 自分のことを述べた前半の部分には,明 らかにSelbstironieが 見て

取れ,後 半のTinchenに 関す る部分は,書 き手が判断を停止して世評をその

51)S.47
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ま ま提示 した体裁 を取 ってはい るが,そ の直前 に世 評の担い手(こ の場 合は 自

分 自身)へ のIronieが 配 されてい るので,こ こで の世 評の調子が高 い分 だけ

そ の浅はかな無効性 が露 出す る,と い うironischeUmkehrungの 仕 掛けに な

ってい ることがわか る。 これ は,後 の赤の砦上で のStopfkuchenの 昔 語 りの

中 で,T量nchenやStopfkuchenに 石 を投げつ け る近 隣 の悪童連 中が 「人類 の

怒 りの告 知者52)」 と呼 ぽれ,そ の直後 で Ωuakatzが 「Kienbaumの 殺 害者53)」

と呼ばれ る際 のironischeUmkehrungと 全 く同 じ仕組 みで ある。 ただ し前者

に おいてIronieが 自分 自身に 向け られて いる点 を除いては。 こ うして,こ の

問題 箇所をこは,全 く例外的 に,し か し見極 め難 いほ どご くかす かに,ironische

U卑kehrungの 仕 掛けに よって,世 評 の無効性 とそ れに与 していた己れの暗愚

を暴 き出すSEの 全 知者Eduardが 顔 を覗 かせてい ることがわか る。 ただ し,

こ こでBEのEduardの 無 知 をほ とん ど壊 さず に秘 かに全知 を忍 び込 ませ て

い るのは,SEのEduardと い うよ りは,む しろ読 者へ の謎 掛けを楽 しむ作 家

そ の人であ って,こ うして彼 はお ざとそ の馬脚 をほん の少 しだけチ ラ リと出 し

て見せ てい る様 子だ が,こ れは後で述べ る 「語 りの トリック」 に関連 してい

る。(次 号へ続 く)

52)S.84

53)S.85


